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摘要

甜菜製糖工程より産出されるイオン交換法糖蜜 (HA糖蜜)及びステフェン法糖蜜 (HB糖

蜜)の成分，羊による消化率及び乳牛における曙好性について調査した。

水分，粗蛋白， NEF含量はHA糖蜜がHB糖蜜に比べてやや高い値を示したが，粗灰分含量

はHB糖蜜が非常に高い値を示した。 HA糖蜜を添加することにより，一般銅料成分の消化率

が向上した。 HB区においては粗蛋白質白み上昇したが，他の成分に差はなかった。計算値に

より求めたHA糖蜜， HB糖蜜のDCP，TDNはそれぞれ14，6，96，7， 11.9， 89.0%であり甘

東糖蜜(ケーン糖蜜)より高い栄養価を持つことが示唆された。

また，これら白糖蜜の乳牛における曙好性はケーン糖蜜と同鳴に飼料の採食速度を高める効

果を持ち，飼料原料として有効であることが明らかとなった。
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緒 言

わが国の甜菜からの製糖方法は従来ステフェン法が

使用されていたが，近年はイオン交換樹脂法が多く採

用されている。甜菜製糖工程における副産物には固形

のビートパJレプの他に，液状白ビ ト糖蜜及びイオン

交換樹脂法による糖汁清浄工程におけるイオン交換樹

脂の再生液であるCALがある。これら甜菜製糖工程

における副産物白成分は製糖工程で回収できない糖類

が主体であり，その他はアミノ酸および灰分である。

糖蜜は反努動物の晴好性改善効果を有する口が，製

糖法が異なると，産出される糖蜜類の化学組成も異な

り.そ白消化率に差異があることが考えられる。

そこで，イオン交換樹脂法とステフェン法による甜
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